
資料１ 

平成２３年度 ふるさと創生基金事業提案書 
 

事  業  名 レクリエーション交流事業 

実 施 主 体 山古志地域総合型スポーツクラブ設立検討委員会 

事 業 の 概 要 

【目的】 

 健康で活力のある地域社会の実現を目指すため、レクリエーション

教室やイベントを通じ、地域や年齢を越えた「こころの交流」により

地域振興を図る。 

 

【内容】 

各種レクリエーション教室、イベントの実施 

(1) ゲートボール教室・大会 

 ・老人クラブの方から講師になってもらい、若者や子どもと一緒に

ゲートボールを楽しみながら交流を図る。 

(2) ナイトウオーク 

 ・以前行っていたナイトウオークを実施。隧道や地域めぐりを行う。

(3) ラジオ体操 

 ・誰でも知っているラジオ体操で交流を図る。子どもたちの夏休み

中に実施。 

(4) 若者の若者によるイベント 

 ・山古志の若者を集め、企画、立案してもらいイベントを実施。 

 

事 業 の 効 果 

・地域の誰もが気軽に参加できる場をつくり、年齢、世代を越えた住

民の交流ができる。 

・住民自らが企画・立案し、実施する体制をつくることができる。 

・総合型スポーツクラブ設立へ向けた一助となる。 

実施スケジュール 

平成 23 年 4～5 月 実施内容の検討 

平成 23 年  6 月    「ゲートボール大会・教室」 

      7～8 月 「ラジオ体操」 

      8 月   「ナイトウオーク」 

      その他 「若者の若者によるイベント」 

 

 



平成２３年度 ふるさと創生基金事業提案書 
 

事  業  名 集落情報、史跡マップ作製事業 

実 施 主 体 山古志ふるさと創生事業実行委員会 

事 業 の 概 要 

【目的】 

 山古志地域の各集落にある史跡（石仏など）のいわれや位置、集落

の行事や直売所などの情報を外部へ発信し、来訪者から集落に訪れて

もらうきっかけをつくることで地域振興を図る。 

 

【内容】 

・マップの作製 

  5 地区（種苧原、虫亀、竹沢、三ヶ、東竹沢）に分け、史跡（石仏

など）の位置や集落行事等の情報を落としたマップを作製し、各集

落の直売所や市有施設等へ設置をする。 

  部数：5種類×10,000 部程度 

事 業 の 効 果 

・集落の資源や情報を整理することができ、外部へ向けに集落情報の

発信ができる。 

・地域内では、史跡等の再確認をすることにより、今後も大切に保存

され、次世代へ伝えられる。 

・史跡マップを整備することで、「史跡めぐり」などの新たな事業の創

出につながる。 

実施スケジュール 

平成 23 年 ４～８月 取材 

      ５月   マップ編集・作製委託 

      ５～８月 マップ編集作業 

      ９月上旬 マップ製作作業 

      ９月中旬 マップ発行・各集落及び来訪者へ配布開始 

 



 

 


